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－ 杉野家旧蔵

あかりをつけましょぼんぼりに

お花をあげましよ桃の花･…･‐

の綱べを耳にするころ、函館の凄

の光も何となく和らぎ、祥のいぶ

きか感じられる

年々生活の中から年中行事が消

え去るのに反して、ひな祭りにき

いてはその衰えをしらず、逆に空

縦さを期している感すら受ける。

さて、ここで紹介するひな人形

は、杉野幸セ氏から符i櫛された吾

のである親王びなは満さS0cinで

孫末か明論初期の所産と考えられ

ており、古今びなの流れをくむも

のである頭の髪が技巧的で容貌

は親しみやすく、衣裳は金らん、

無りんず、金糸などをIⅢってお妙

災し〈兇える

跡 蝋悪 罰『耐！

応
三人官女、五人ばやしなどは後で買い足したものであり

「明論参拾年三月拾六日起と箱鱒きされており、箱内ラ

ベルからは京都で作られたことが理解できるこれらの人

形は、親王びなに比べるとやや小ぶりになっている。その

他、実物を正確に縮少した漆器の飾り物、長持、たんす、

火ばち、舞盤などの遊興類も多数含まれている。

杉野氏の曾祖父は、安政年mの箱館開港当時に弁天町で

駒
親王びなと三人官女

「能代屋という船具店を営んでいたといわれ、明論27銀

発行のr函館実業者便覧」によれば、杉野三次郎が弁天町

21の所在において稚災および和洋船具商を営んでいたこと

がわかる。

このことから、函館において商人が活離しはじめた時期

や、大火の発生件数などの歴史性からみて杉野家in蔵のひ

な人形、特に親玉ぴなについてはftmな壷料である

（恨本）
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昭和60年度特別展

、商いの顔．開催される

昭祁59年度の特別展は、幕末から明論初期にかけての男‘

海道開拓を'I'心とした歴史的側Ihiを取り扱った展覧会で”

った。そして、この時期は函館の経済的坐盤を築いた時卿

でもあった。つまり、函館は早くから北海道の要地とし一

経済的にも繁栄を誇った港町で、現存する町並みの景観α

中にもそれを見ることができるしかし、町並みにおけ間

建物は注目されてきたが、その他の蛾観喫紫には関心がi’

かつたようである

本特II展は、このようなことを踏まえてI附家に視点を据

え「商いの顔」というテーマにまとめたもので、なつか’

の喬板、Il藤、ポスターを中心に細介し、これらの資料＝

通して函館の一端を知ってもらうことを目的とした。

展示コーナーは「商家の顔…･商人のエネルギーは印もの

から感じられないかノrなつかしの顔･…モノクロームのI吐

界は古くさいだけかノ｣｢函館の顔･…町の最観はその地域α

顔ともいえないか./」の3つのサプテーマに分け、導入

垂

展示風景（その2）

各論・地域徒という流れを考えてみた。また、過去への懐

古に終わることなく現fIとの比較を展示の中に取り入れた。

鵬示淡料数は、途'I'一部展示棒えを行なったが約200点

が出.'..'.された。その'I-でも特にHを引いていたのは、昭I

ネオンエ業所所蔵の希板、H本災芸館所蔵のI愛縦、たばこ

と塩の博物館所蔵のポスタ－噸などで、当地においてなか

なか見ることができないものである。また、その資料のす

ばらしさには観覧者の反応からもうかがい知れた。

今回の特別展は昨年に引き続き五稜郭分館において昭和

60年7月16日から9月1日の42日間開催され、観覧者数は

11).247人であった。

岐近r箭板娘はどこへ行’た」という言莱を上|・にするが、

I淵いの顔たるものがだんだん不鮮明になっている時だけに、

この特別展が日常生満の中で、このような点について考え

るきっかけを与えることができた。（根本）
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展示風景（その1

昭和60年度科学教室から

市立函館|#物館の鋪29同科学敬顎は、侃綾郭分館科学教

拳および函館市11年センター2階会縦顎の2か所を会謝

して、H/Uliiio年5月から!!月の初旬までの7か月間にわた

って、計10回|淵雌された。内訳は犬体観測会7回、植物野

外観察会21"!、昆虫観察会1回である

対象は市内の'1､学校4～6年生高学年で、定員を45

人とし、申し込みは電話で受付けることとしている。

尺体観測会だけは夜間のため、保‘幽巻の同伴を原則と｛

ている。

さて、天体脱m会については襟のj似座観測会、夏の塁座

とじ夕観測金､欲のv略観測会､冬の41座観測会、太陽の観

測会､惑製脱測会とハレーすい製の譜､月の観測会が行なオ

れ､これらは大変人気があって多くの参加巻を集めている

講師の津川砿次郎氏による天体涜料､｢媛座物語の映幽

の上映、スライド映写、天体望遠鏡などの説明、そして晴

天の午後8BS頃になると、館前の広場で、犬体望遠鏡を使

って、天体の位慨を確認をし、宇宙の神秘を兇ながら楽L

〈過ごした

械物野外観察会は;:俄郡付近とi:i館山で行なわれ、而稜

郭付近の観察会は織師兼像和彦氏から械物自唯状態の説明

を受けたのち、現場で観察をした函館Illの観察会は、長

い道程を歩くので事故がないように注意を払った

昆虫観察会は講師の中嶋康二氏によって昆虫供養祭を行

なった．その後、昆虫の採集、昆虫の確類やその形などを

説明、また昆虫の冬の標本の映画を上映した。

今年度の科学教室の参加櫛の総人数359人であったが、

天体に参加した小学'1畠を学校別に分けると、参加者の雌も

多いのは駒場小学校、つづいては北日吉小学校、l卿館付偶

小学校の順になっている

J'度、来年度（昭和'.1年度)は､五稜郭分館で科学教室か

はじまって30年になる

特に天体については道南では数少ない活動の－．つである

こ＃Lからも多くの天文マニアを育てていく講座となるであ

ろ う（野村）
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事業報告59.1.1～59.12．31̂

◎資料管理・整理・保存

○受入－－部前年のものを含む）

・油彩駒ヶ岳・田辺三噸松作）1件

【大矯重太郎氏寄蛎・函館市出家町4－1】

・古銭8件13点

【渡辺てつ子氏寄附・函館rfi栄町12̂ 】

・件時計1件

【工藤明論氏Mf州・I卿鮒市湯川町211125-2】

・刺r他2件6ルバ

【佐々 木節氏寄畑・函館tli青柳町2512】

・セイウチ牙1件1組

【高橘幸雄氏寄胸・上磯郷上磯町茂辺地255の2】

・小札黒漆塗具足他16件19点

【堺和さ氏寄鮒・函館市駒場町714】

・三つ重ね盃1式3点

【il'山哲男氏寄附・函館IInnの下3T@4612】

．iIド1件

【勝狭天真氏寄M-IMilll宝米町6－9】

・詩脊榎本武鵜・絹本幾許）1件

【和田貞一氏寄踊・

東京都目胤区中目黒1-12-7-801】

・下駄池2件2点

【山下実氏寄蝿・I卿館市尤町14-13】

・琴1件

【中村千代太郎・函館市山の手3r@28-13】

・蝿龍1件

【永井正尚氏寄附・I卿館ill船見町21-11】

・肴板他3件8点

【山脇保氏寄姻・函館rfi砲田本町56-14】

・天草採り他6件10点

【長谷文吾氏寄噸・函館.1/(1罰ﾔ町11-12】

・人形他14件14点

【綜狭与志一氏制帥・函館市弁犬町12－5】

○整理

児玉コレクション悠理

自然 科学 資料動物機理

○保存

ばく涼

本館10月1511～sia、分館10月1日～13B、資料館

10月22日～25日）

○貸出

函館市北洋賛料館常‘没展示31(1=1月1日～3月31II

旧函館区公会堂常設展示2件（4月1日～3月31日）

「火にかける道具たち』展1件

4月10日～5月30H・蝋京ガス銀座ポケソトハーク）

第4回大北海道の観光と物産展rロマンをはこぶ街函館

17件.'月11日～5月2]日・三越札幌店

日中貨幣展一三千年の文化交流－4件20．106点

10月9日～12月5日・上海hs物館

海浜のキッチュ展6件

（9月5日～11月22日・北海道立近代美術館

「日本の陶磁」展1件

10月1日～12月10日・東京国立博物館〉

「知ついますかイカのお話展」65点

（10月15日～Id月24日・メL井今井I遡館支店〉

◎展示

○特別展

商いの顔（分館7月16日～9月1日）

○企画展

ひな人形展資料館2月23日～3月3日

いさり火展一函館イカ物語

（本館5月1II～5

新収蔵讃料展（本館5月1日～5月3111I

よろいかぶと展（分館5月1日～5月19日）

5月1II～5月31::

○常設展

展示巷本館10月

○秘蔵っ子コーナー

（本館5月～12月7N

◎教育普及

○市民講座（5回151名）

商いの顔（7月24日）

親と子の土器づくり（8月9日）

オロソコの文様（9月21日）

史料と箱館戦争史跡見学会（10月6日）

わら草覆をつくる会（11月6H)

○科学教室mini359名）

春の星座観測会（5月18日）

太陽の観測会（6月15日）

植物野外観察会6月22日）

夏の星座と七夕観測会7月6日）

植物野外観察会8月9日）

惑星観測とハレーすいﾘﾑの話8月17日）

昆虫観察会（9月21日）

月の観測会（9月28日）

秋の星座観測会10月19B

冬の星座観測会11月9日）

○出版

3月1日館報rサラニプNq24」発行
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○調査・視察・団体観覧

2月20日北海瞳大学秋山助教授視察

3月19日大阪市立博物館神il:氏黄料調嫌

3月26日道立近代美術館柴学芸員賓料調森

3月31日北星学園女子短期大学福山助教授資料調査

4月24日ハリフアックス市長視察（分館）

5月22日埼玉県草加市議会議員視察

5月24日北海道開発局長一行視察

6月2日埼玉県熊谷市教育委員一行視察

6月25日千業県教育庁文化課博物館準備室視察

6月26日鮒越町社会教育委員一行視察

7月3日災崎鼎隔井市議会議員一行視察（分館）

7月20日ブレツチヤー法律外交大学院大学一行視察行

視察

7月21日北海道教育大学函館分校附属中学校104名観

覧（郷土資料館）

7月23日国学院大学博物館学研究室一行見学実習

7月30日徳川美術館長視察

8月11岐恥市議会談凶一行視察

8月13日ソ連作家同盟グザーノフ氏視察

8月30日文化庁佐久間技官一行視察

9月6日函館市立深堀中学校184名観覧(郷土資料館

9月7日埼玉県埋蔵文化財センター資料調査

9月19日弘前大学田中教授一行視察

9月20日函館市立桔梗中学校130名観覧(郷土資料館

9月21日北海道埋蔵文化財センター視察

10月1日国立博物館学芸部松浦先史室長資料調海

10月2日青i*ii|j民文化交流視察団視察

10月3II厚沢部町複式教育研究会視察

1i月2(1日窟城教育大学附属中学校高橋副校長視察

li月24日ル〔京大学理学部l附属植物園邑田氏資料調査

11月26日青森県埋蔵文化財センター一行視察

11月3011小樽市博物館一行資料調査

11)130日北海道文化財研究所長資料調査

12月22日迩逝近代美術館学芸部長視察

12H24日牌小牧市博物館腿視察

○写真撮影・提供・転載許可

博物館浅科の写典掘影など64件

○実習生受入（1名）

脚士館大学（9月6日～9月21日）1名

◎調査活動

「Ⅲ稜郭｣｢輔館戦争」の調盗研究並びに資料収典

I阿部地:<.のI鵬史的澗侭研究並びに資料収集

◎会議出席

○博物館協議会

剛物館協議会開催（5月30日

○博物館大会

日本博物館協会館長会議・総会に加納館長出脈

（6月27日～28日）

北海道博物館大会に小板主事出席（7月16日～17日）

◎人事移動

味方昭係長図書館奉仕係長に異動（5月1日付）

三島義光分館庶務係長発令（5月1日付）

今岡沈主事市民部国民保険課に異動（5月15日付

成田昭三主任発令（5月15日付）

成田昭三主任退城（12月10日付）

入館者統計

昭和60年常設展示(60.1.1～60.12.31)

j#別館＃’ 本熊 五稜郭分館 郷土資料館

174人 323人 166A

161 1,068 34弓

51' 1.180 736

851 1,758 41三

(企画展： 15，864 1，34：

5，462 12．665 926

1．24（
3,017

(特別展
1，455

2，798 (特別展 2．854

1.546
(特別展

6,244
1．484

601 2，243 90且

301 1,509 32且

;ir 272 192

13，82 46.150 11.13(;

663/、

1.5.7

2，44

3，023

17.205

19，053

5．718

5，652

'.27

3.75;

2，131

61署

71，107

昭和60年度特別展五稜郭分館:.in～'.I

月別 佃八 団体

2.519ノ 267メ 2,786人

6，942 4王 7，35‘

107

9.545 702 10，247

昭和60年度企画展博物館本館5.1～5.31

月別 個人 団体

(0汁 3,983メ 9,438人 13,421人
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